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研究成果の概要（和文）： 
 本研究は平成 19年度時点で 24年間継続されている名古屋大学八雲研究の一端を担うもので、

中高年者の高次脳機能についての神経心理学検討を住民検診の一貫として実施したものである。

とくに①中高年者の注意、記憶、言語機能に焦点を当てその発達的特性の理解，②注意、記憶、

言語機能を測定すべく開発した名古屋大学神経心理学検査バッテリの脳画像研究を含めた標準

化手続き、③認知機能と骨・運動系機能との関係の検討、④高次脳機能と日常生活習慣および

人格特性との関係の検討、⑤加齢と高次脳機能との発達に関するモデルの提唱を行った。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 This study was the cognitive neuropsychological part of the Nagoya University Yakumo Study 
that has been conducted since 24 years ago and this study aimed to investigate developmental 
changes of higher brain functions in middle and upper-middle aged community dwellers. Especially, 
this study investigated first that developmental changes of attention, memory and language function, 
second that reliability and validity examination of Nagoya University Cognitive Assessment 
Battery using brain imaging and other techniques, third that examination of the relation between 
higher cognitive function and kinetic motor function, fourth that examination of the relation 
between everyday lifestyle and cognitive function, and finally that based upon the findings, a 
cognitive aging model was proposed. 
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１．研究開始当初の背景 
 本研究は名古屋大学八雲町住民検診を母
体に平成 19年時点で 24年間実施されてきた
「八雲研究」に心理学班として参加し、中高
年者の高次脳機能を測定・評価することを目

的としたものである。心理学班は平成 12 年
から参加し、それまでに内科学、栄養学、整
形外科学、泌尿器科学で構成されていた八雲
研究に心理学が加わることで総合化を促進
し、充実を目指したことが研究開始当初の背
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景である。心理学班は住民検診という制約の
中で、すなわち短時間実施可能、非侵襲性を
有する、縦断的検討が可能である、評価結果
のフィードバックが容易である、などの要件
を充足しつつ高次脳機能を測定評価する課
題の解決を求められた。その結果として名古
屋大学神経心理学検査（NU-CAB）を開発し、
約400-600名規模の中高年者の、注意、記憶，
言語機能の測定評価を毎年行ってきた。これ
らの高次脳機能検査結果を他の検査班の結
果との相互利用により検討し、加齢に関わる
学際的研究の進展を企図した。 
 
２．研究の目的 
本研究の平成 19年度から 22年度までの主な
目的は、 
 ①平成 18 年度までに収集している高次脳
機能検査を継続させて縦断的資料を収集す
ること， 
 ②高次脳機能検査として実施している具
体的な検査の脳画像研究法を用いた妥当性
の検証と基準値の作成、 
 ③高次脳機能検査成績と整形外科学班が
収集した骨・筋運動機能との関連の検討、高
次脳機能検査結果と泌尿器学班の収集した
検査結果との関連の検討、 
 ④質問紙により収集した日常生活習慣や
性格特性等と高次脳機能検査結果との関係
の検討、 
 ⑤22 年度で 10 年目となる高次脳機能検査
結果を踏まえた認知機能の加齢モデルの提
案、 
 ⑥高次脳機能の検討結果を基礎とした高
齢期での高次脳機能維持のための処方箋の
提案による研究成果の社会への還元、 
を目的とした。 
 
３．研究の方法 
 高次脳機能検査の実施は毎年８月に北海
道八雲町において自治体との連携の下で実
施した。 
 心理学班には毎年 8-10 名が検査担当者と
して参加し名古屋大学神経心理学検査
（NU-CAB）を個別に実施した。対象者は年
度ごとに違いはあるが約400-600名であった。 
 また、毎年日常生活に関する質問紙調査を
実施した。質問票は自治体関係者を通じて事
前に配布し、検診当日に回収する形態で行い、
社会的参加の様態、性格特性、自己効力感、
食習慣、回想記憶などの資料を収集した。こ
の質問票の資料は高次脳機能検査での検診
に参加しない住民が含まれるために毎年約
800-1000 人の資料が収集可能であった。 
 
４．研究成果 
 研究成果は著書、学術論文、国際学会、国
内学会等で発表し社会的な還元を行ってい

る。具体は下記のリストに示すが、研究目的
に即して概略を記すと下記のようになる。 
 ①平成 19 年度〜22 年度まで高次脳機能検
査を継続させて縦断的資料を収集した。 
 ②脳画像検査法を用いて D-CAT、記憶課題、
言語流暢性課題等で前頭葉機能の活性が見
られるかの検証を行い、基本的に想定したと
おりの脳活動を検討できていることが明ら
かとなった。基準値についての公刊も行った。 
 ③高次脳機能と骨・筋運動機能との関係を
検討し、前頭葉機能と視床-基底核-小脳系機
能との関係が証明できた。また、前頭葉機能
の低下は尿漏れなどの泌尿器科学的機能と
が密接に関係することを立証した。 
 ④食習慣・飲酒・喫煙歴・化粧行動などの
ライフスタイルや社会的活動への参加、自己
効力感の高さと高次脳機能との関係を明ら
かにした。 
 ⑤認知機能の加齢モデル（休耕田モデル）
の提唱を行った。加齢モデルは性差や個人差
の発達を加味したものである。 
 ⑥社会的還元の一端として、八雲研究の心
理学班研究分担者の成果を中心に著書『幸せ
な高齢者としての生活』を出版した。 
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